
 

 

第５号様式（第６条関係）  

 

   城山 中学校 学校運営協議会会議録 

 

会 議 の 名 称 第３回  城山中学校 学校運営協議会 

開 催 日 令和５年２月２０日（月） 

開 催 時 間 １７時００分 ～１８時００分 

開 催 場 所  城山中学校 校長室 

出 席 者 
校長 教頭 学校運営協議会委員１名 

地域コーディネーター１名 総括教諭５名 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 ０ 

会 議 の 内 容 

【議題】 

   １．学校評価報告 

   ２．協議 

 

【主な意見・決定事項など】 
１．学校評価報告書 

○校内研究・授業実践について  

・今の教育はコミュニケーション力が大事になっている。お互いに学び合

う授業づくりを目指して校内研究を実践している。  

・アンケート項目に関して、生徒、保護者ともにおおむね肯定的である。

今後はさらに、学んだ知識をどのように活用していくかを考えた授業研究

に取り組んでいきたい。 

○行事・生徒会活動について 

・各学校行事において、生徒が主体的に、活動に取り組めることを意識し

た。また、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら行った。 

・今年度から、「ピンクシャツデー」というカナダの高校生がはじめた「い

じめ反対運動」に賛同し、本校でも生徒会を中心に学校全体で取り組んで

いこうと考えている。 

○学校生活全般について 

・学校の教育目標である「共に生きる人」をどう実践していくかを考えて

いる。アンケート結果からも９割を超える生徒、保護者が肯定的な回答を

している。今後も豊かな人間関係を築くことができる教育活動に取り組ん

でいきたい。 

 

 



 

 

○生徒指導・支援について  

・９割以上の生徒が肯定的な意見となっている。今後もソーシャルスキル

トレーニングやグループエンカウンターを積極的に実施し、良好な人間関

係の啓発に取り組んでいきたい。 

・いじめに関しては月末に実施しているスクールアンケートなどを通して

早期発見、再発防止に努めていきたい。 

○学校・保護者・地域の連携について  

・定期的に「学校だより」や「学年だより」を配付している。また、デジ

タル連絡ツールや配信メールを活用し、情報発信を行っている。また、各

学期に懇談会を実施し、保護者との連携を深めている。 

・ＰＴＡでは各委員の皆さんを中心に活動を行い、今年度は城山祭も実施

することができた。今後も連携を充実させていきたい。  

 

２．協議 

・生徒一人ひとりの学習におけるニーズに応えていくために、今後も職員

の校内研究や研修を行い、授業実践に取り組んでいきたい。  

・学校に登校していない生徒の家庭に寄り添い、信頼関係を築き、生徒一

人ひとりに応じた支援体制を作っていけるよう今後も努めていきたい。 

・近年、綾瀬市でも不登校相談会を実施しており、保護者同士がつながる

きっかけとなっている。学校でもこういった関係機関の取組を積極的に周

知してほしい。 

・学校と家庭との連絡手段として、今年度から綾瀬市教育委員会が新たな

デジタル連絡ツールを導入しており、本校でもほとんどの家庭が加入して

いる。 

・小学校では、デジタルツールを活用して、生徒の欠席連絡などを実施し

ている。 

【配付資料】 

レジュメ、学校評価報告書、生徒会新聞、令和４年度グランドデザイン  

次回開催予定   

 


